
（６）構図ツール 

A 小中学生とその保護者を主対象とする一般来館者 

B 「こどものための三岸好太郎展」会期中（平成 29年 7月 1日～8月 27日）  

C 展示作品の一部を構成したため、未集計 

D 水槽で泳ぐ金魚 5匹を描いた三岸好太郎の油彩画《金魚》をもとに、金魚の配置を自由

に変更できる（つまり、構図を変更できる）複製画を開発。鑑賞者が自ら構図を作ることを

通して、三岸好太郎の構図に関する理解を深めるためのツールとした。  会場においては、上記の複製画とともに、三岸好太郎のオリジナルの《金魚》、及び油彩
画に関連した三岸好太郎による素描を並べて展示し、参加者が自ら作った構図と三岸好太

郎作品を比較して、構図への理解を深めやすいように工夫した。 

 

 

三岸好太郎の油彩画

《金魚》1933年 

左の油彩画の水槽部

分の複製 

油彩画の金魚部分の複製。マグネット

式で、左の複製画に着脱可能 

 

会場の様子 水槽部分に金魚を自由に取り付けて、構図を作っ

てみる。 

 


